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ブログで作る「ティーチング・ポートフォリオ」
●研究レポート

●キャンパス通信
初田隆教授（体育・芸術教育学系）

●私たちの先生

●うれしの交差点

演劇ワークショップ「TFT」

こ
れ
か
ら
の

学
校
づ
く
り
を
担
う

学
校
管
理
職
と

教
育
行
政
専
門
職
の

養
成
を
め
ざ
し
て

●
教
育
最
前
線
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【
巻
頭
言
】

Welcome

　
「
教
育
は
人
な
り
」
で
す
。
ど
の
よ

う
な
教
育
改
革
を
行
お
う
と
、
教
師

に
人
を
得
な
け
れ
ば
学
校
が
良
く
な

る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
特
に「
教

師
バッ
シ
ン
グ（
叩
き
）」
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
る
昨
今
、
学
校
の
教
員
と
し
て

勤
務
中
の
方
々
に
も
、
将
来
教
職

に
就
こ
う
と
準
備
中
の
学
生
諸
君
に

も
、
教
員
の
持
つ
固
有
の
意
義
を
深

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
へ
と
自
分
自
身

を
形
成
し
て
い
く
べ
く
、
日
々
の
努
力

と
自
省
自
戒
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
15
日
に
成
立
し
、
22
日

に
公
布
施
行
さ
れ
た
新
し
い
教
育
基

本
法
で
は
、
第
9
条
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

①
法
律
に
定
め
る
学
校
の
教
員
は
、

自
己
の
崇
高
な
使
命
を
深
く
自
覚

し
、
絶
え
ず
研
究
と
修
養
に
励
み
、

そ
の
職
責
の
遂
行
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②
前
項
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使

命
と
職
責
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、

そ
の
身
分
は
尊
重
さ
れ
、
待
遇
の
適

正
が
期
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
養
成

と
研
修
の
充
実
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

60
年
前
の
昭
和
22
年
に
公
布
施

行
さ
れ
、
日
本
の
戦
後
教
育
の
根
幹

と
な
っ
た
前
の
教
育
基
本
法
に
お
い
て

も
、
第
6
条
「
学
校
教
育
」
の
後
半

部
分
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

法
律
に
定
め
る
学
校
の
教
員
は
、

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
自
己
の

使
命
を
自
覚
し
、
そ
の
職
責
の
遂
行

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
に
は
、
教
員
の
身
分
は
、
尊
重
さ

れ
、
そ
の
待
遇
の
適
正
が
、
期
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
全
体
の
奉
仕
者
」
と
い
う
文
言
が

「
文
部
省
対
日
教
組
」
と
い
う
過
去

の
不
毛
な
対
立
の
中
で
政
治
的
に
悪

用
さ
れ
た
と
い
う
理
由
（
こ
の
文
言
自

体
は
政
治
的
中
立
の
遵
守
を
含
め
重

要
な
意
味
を
持
つ
が
）で
削
除
さ
れ
た

以
外
、
新
旧
の
教
育
基
本
法
に
お
け

る
記
述
は
同
趣
旨
の
も
の
で
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
的
な
部
分
は
「
使
命
を
自
覚

し
」
「
職
責
の
遂
行
に
努
め
る
」
で
あ

り
、
こ
の
2
点
に
付
随
す
る
も
の
と
し

て「
身
分
の
尊
重
」と「
待
遇
の
適
正
」

が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
使
命
の
自
覚
」
こ
そ
、
教
師
と
し

て
の
資
質
の
根
底
に
あ
る
べ
き
も
の
で

し
ょ
う
。
現
在
の
よ
う
な
「
教
師
バ
ッ

シ
ン
グ
」
の
時
期
に
こ
そ
、
関
係
者
の

す
べ
て
が
よ
く
よ
く
味
わ
っ
て
み
る
べ

き
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学長  梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち

教 師 と し て の ﹁ 使 命 ﹂ の 再 確 認 を
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C
a
m
p
u
s To

p
ic
s

C
o
n
te

n
ts
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18日〜19日
◎大学院学校教育研究科（修士
課程）前期選抜試験
22日〜24日
◎10年経験者研修「生徒指導研
修」（兵庫県教委との連携研修）
22日〜25日
◎第45回近畿地区国立大学体育大会

1日〜29日
◎ひょうごオープンカレッジ「東播
磨の風土を歩く」（全5回）
1日〜10月20日
◎公開講座「楽しくてうまくなるテ
ニス教室」Ⅱ期（全7回）
3日
◎附属幼稚園、小学校、中学校第
2学期始業式

3日〜4日
◎附属小学校4年生自然学校
6日〜7日
◎附属幼稚園「わくわくキャンプ」
15日
◎附属中学校体育祭
15日〜10月27日
◎公開講座「ピアノを弾こう！」（全5回）

◎公開講座「ガムランはともだち」
（全6回）
29日
◎附属小学校「うれしのカーニバル」

7日
◎附属幼稚園「ふよっこカーニバル」
7日〜28日
◎公開講座「暮らしの中の有害化
学物質を知ろう」（全3回）
20日
◎附属幼稚園、小学校、中学校第
1学期終業式
22日
◎オープンキャンパス
22日〜24日
◎附属小学校6年生臨海合宿
30日〜8月1日
◎公開講座「簡単ロボット製作で
学ぶコンピュータの仕組みと制御」

（全3回）

3日〜6日
◎公開講座「絵画制作」（全4回）
8日
◎加東市夏まつり（外国人留学生

が参加）
16日〜9月30日
◎兵庫教育大学免許法認定公開
講座（全7講座）

10日〜6月23日
◎学校管理職・教育行政職特別
研修1期（全10回）
24日〜7月7日
◎学校管理職・教育行政職特別
研修2期（全10回）

2日〜11月24日
◎兵庫教育大学単独主催の研修
講座（全24講座）
20日
◎三木市との「連携協力協定」調
印式
23日〜7月7日
◎公開講座「ベートーヴェンの『運
命』を振る！」（全3回）

【兵庫教育大学の動き】
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教育最前線
これからの学校づくりを担う
学校管理職と教育行政専門職の養成をめざして

研究レポート
ブログで作る「ティーチング・ポートフォリオ」
永田智子（自然・生活教育学系准教授）

教育時事一問一答
教員の著書紹介

私たちの先生
初田隆教授（体育・芸術教育学系）

卒業生からの手紙

キャンパス通信

うれしの交差点
学校に行きにくい若者が役者に
自主公演は盛況のうちに閉幕
演劇ワークショップTFT

兵庫教育大学からのお知らせ

12
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【目次】
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公開講座「簡単ロボット製作で学ぶ
コンピュータの仕組みと制御｣

学校管理職・
教育行政職特別研修

加
東
市
夏
ま
つ
り

附属小学校第2学期始業式
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複
雑
化
か
つ
多
様
化
す
る
教
育

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
学
校

は
教
育
行
政
の
理
念
や
施
策
の
在

り
方
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
学

校
経
営
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
学

校
指
導
職
専
攻
」で
は
、
高
度
な
知

識
と
理
解
力
を
持
っ
た
学
校
経
営

専
門
職（
校
長
や
副
校
長
、
教
頭
な

ど
を
め
ざ
す
現
職
教
員
）と
教
育
行

政
専
門
職（
教
育
委
員
会
の
指
導
主

事
や
管
理
主
事
を
め
ざ
す
教
育
行

政
職
員
）の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

現
代
の
学
校
経
営
に
は

教
育
行
政
や
地
域
と
の

連
携
が
不
可
欠

　

学
校
教
育
に
対
す
る
社
会
の
期

待
は
大
き
く
、
学
校
は
自
ら
の
判
断

で
保
護
者
や
地
域
社
会
の
期
待
、
要

求
に
応
え
な
が
ら
、
自
律
的
な
学
校

経
営
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
校
長
は
教
育
目
標

を
明
確
に
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て

適
切
か
つ
効
果
的
な
組
織
運
営
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
は
教
員
一
人
一
人
の

資
質
能
力
を
基
本
単
位
と
し
て
動
い

て
い
ま
す
が
、
今
日
的
な
教
育
課
題

の
解
決
と
教
育
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
は
組
織
と
し
て
の
力
を
生
か
し

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

学
校
だ
け
で
教
育
課
題
を
解
決
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者

や
地
域
社
会
の
学
校
経
営
へ
の
参
画
、

そ
し
て
教
育
行
政
と
の
連
携
が
不
可

欠
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

学
校
経
営
の
総
合
的
な

力
量
を
培
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

学
校
指
導
職
専
攻
で
は
学
校
経
営

こ
れ
か
ら
の

学
校
づ
く
り
を
担
う

学
校
管
理
職
と

教
育
行
政
専
門
職
の

養
成
を
め
ざ
し
て

学
校
指
導
職
専
攻
長

加か

治じ

佐さ

哲て
つ

也や

（
基
礎
教
育
学
系
教
授
）

同
専
攻
担
当
教
員

葊ひ
ろ

岡お
か

徹と
お
る

（
基
礎
教
育
学
系
教
授
）

◎TEXT



Kyoiku-Shigosen05

専
門
職
に
必
要
な
高
度
な
経
営
実
践

力
、
す
な
わ
ち
深
い
教
育
的
見
識
に

支
え
ら
れ
た
組
織
経
営
力
の
育
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

従
来
の
経
験
に
頼
る
経
営
手
法
や
年

功
序
列
型
の
管
理
職
へ
の
登
用
で
は

現
代
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
な
い

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

  

﹁
新
た
な
管
理
職
養
成
﹂を
掲
げ
る

学
校
指
導
職
専
攻
に
は
、
全
国
の
教

育
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
現
職
の

教
員
や
指
導
主
事
を
は
じ
め
、
多
彩

な
経
歴
の
院
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

授
業
は
研
究
、
発
表
、
協
議
を
主
体

と
し
た
演
習
が
中
心
で
、
複
数
の
大

学
教
員
、
実
務
家
教
員
と
一
体
と
な

っ
て
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
校
経
営
の
総
合
的

な
力
量
を
培
う
た
め
、
4
つ
の
分
野

と
実
習
か
ら
成
り
ま
す︻
表
︼。

　

院
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
の
経
営

の
実
際
を
調
査
し
検
証
す
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
、
2
カ
月
に
わ
た
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
学

校
経
営
の
職
務
の
遂
行
や
課
題
解
決

に
必
要
な
実
践
的
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
ま
す
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
中
に
は
、※メ
ン
タ
ー
の
校
長

に
一
週
間
密
着
す
る﹁
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
」も
設
定
。
管
理
職
の
職
務
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

示
唆
を
得
ら
れ
ま
す
。

校
長
や

教
育
委
員
会
関
係
者
ら
に

「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」
を
発
表

　

院
生
は
2
年
間
の
学
び
を﹁
学
校

改
善
プ
ラ
ン
﹂と
し
て
ま
と
め
、
前

身
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
時

代
か
ら
、
毎
年
2
月
に
メ
ン
タ
ー
の

校
長
や
教
育
委
員
会
関
係
者
に
発
表

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
12
人
が
発
表
。
出
席
者

か
ら﹁
ど
れ
も
具
体
的
か
つ
実
践
的

な
プ
ラ
ン
で
、
す
ぐ
に
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
る
﹂と
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
る
県
で
は
学
校
改
善
プ

ラ
ン
が
管
理
職
研
修
の
教
材
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
11
月
、
兵
庫
教
育
大
学
に
教

職
大
学
院
の
設
置
認
可
が
下
り
れ
ば
、

来
春
、
学
校
指
導
職
専
攻
は
教
育
実

践
高
度
化
専
攻﹁
学
校
経
営
コ
ー
ス
﹂

へ
と
発
展
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
新
し
い
管
理
職
の
養
成
に
一
つ

の
エ
ポ
ッ
ク
を
築
く
べ
く
、
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教　育　最　前　線

分野 科目名

教育行財政・法規に関する分野 ▶教育行財政の制度と運用

▶教育施策の立案と評価

▶教育法規の理論と実務演習

学校組織開発に関する分野 ▶学校組織マネジメントと学校評価

▶教職員職能開発と研修プログラムの開発

学校経営実践に関する分野 ▶開かれた学校づくりの事例と実践演習

▶カリキュラムの開発と学校の特色づくり

▶学校危機管理の理論と事例演習

フィールドワーク ▶学校改善のための教育調査法

▶学校改善プラン・教育行政改善プランの開発

【表】学校指導職専攻の授業科目
〈専門科目〉

〈実習科目〉
科目名

▶インターンシップ（8週間）

※
メ
ン
タ
ー
と
は
⋮
実
習
校
の
指
導
教
員
。イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
は
実
習
校
の
校
長
が
メ
ン
タ
ー
を
務
め
、イ
ン

タ
ー
ン︵
院
生
︶を
日
常
的
に
支
援
し
、そ
の
成
長
を
促

し
ま
す
。古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
、ホ
メ
ロ
ス
の﹁
オ
デ
ュ

ッ
セ
イ
ア
﹂に
登
場
す
る
老
賢
人﹁
メ
ン
ト
ル
﹂に
由
来
し
、

信
頼
で
き
る
成
熟
し
た
人
物
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

グループ演
習で研究の
成果を発表

シャドーイングで
は校 長に1 週
間密着し、指導
を受けます

複数の教員が
協議によって授
業を進めます
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学 校 指 導 職 専 攻 の 授 業 の 特 色

◎
演
習
を
中
心
に
展
開

　

授
業
の
基
本
は
学
校
経
営
実
践
力
の
養
成
に
あ

り
ま
す
。
授
業
は
調
査
、
発
表
、
協
議
、
具
体
事

例
に
基
づ
く
演
習
を
中
心
に
構
成
。
要
所
要
所
で

理
念
や
理
論
、
制
度
に
つ
い
て
の
講
義
を
し
て
い
ま

す
。発
表
や
協
議
で
は
必
然
的
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
要
求
さ
れ
、
院
生
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
駆
使
し
て
、

工
夫
を
凝
ら
し

た
発
表
や
資
料

提
示
に
努
め
ま

す
。
1
年
次
の

前
期
を
終
え
る

こ
ろ
に
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
飛
躍
的

に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

◎
外
部
講
師
は
多
彩
な
顔
ぶ
れ

　
一
年
を
通
し
て
多
く
の
外
部
講
師
を
招
い
て
お
り
、

そ
の
顔
ぶ
れ
は
優
れ
た
経
営
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る

学
校
長
、
教
育
施
策
を
企
画
す
る
教
育
行
政
の
担

当
者
、
教
職
員
職
能
開
発
の
方
法
を
研
究
す
る
国

立
教
育
研
究
所
の
研
究
者
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
1
月
に
行
っ
た
宮
崎
県
五
ヶ
瀬

町
の
教
育
長
の
講
義
は
実
に
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
、

院
生
た
ち
と
他
府
県
の
評
価
制
度
と
比
較
し
合
い

な
が
ら
激
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
外
部
講
師
の
授

業
で
は
そ
の
後
も
院
生
の
質
問
や
感
想
を
講
師
に

届
け
、
そ
の
応
答
を
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
と
い
う
か

た
ち
で
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

◎
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
多
岐
に

　

1
年
次
の
「
優
れ
た
教
育
実
践
事
例
」の
調
査
で

は
、
全
国
の
学
校
か
ら
事
例
を
探
し
出
し
、
授
業

で
の
協
議
と
指
導
を
経
て
、
調
査
校
を
決
定
。
院

生
は
そ
の
学
校
を
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
校
で
調
査

し
た
こ
と
を
授
業
で
発
表
し
、
協
議
し
ま
す
。
時

に
は
訪
問
校
の
校
長
を
招
い
て
質
疑
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
一
般
の
小
・
中
・
高
校
の
ほ

か
、
保
育
所
や
老
人
施
設
を
併
設
す
る
複
合
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
京
都
市
立
御
池
中
学

校
、
普
通
科
単
位
制
を
導
入
し
て
飛
躍
し
た
大
阪

府
立
槻
の
木
高
校
、
全
日
制
や
通
信
制
な
ど
多
様

な
学
習
形
態
を
取
っ
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高

校
な
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
会
議
を
傍
聴
し
、

教
育
委
員
会
関
係
者
と
教
育
委
員
の
構
成
や
質
疑

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
出
向
い
て
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

◎
複
数
指
導
と
授
業
の
公
開

　

す
べ
て
の
専
門
科
目
で

担
当
教
員
と
実
務
家
教

員
ら
3
、
4
人
に
よ
る
指

導
体
制
を
敷
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
協
議

や
指
導
が
深
ま
る
と
と
も

に
、
教
員
同
士
も
授
業
の

内
容
や
方
法
を
検
証
で
き

ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
に

よ
り
、
授
業
の
内
容
は
さ

ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ち
な
み
に
授
業
は
常

時
公
開
し
て

お
り
、
他
専

攻
の
院
生
や

学
部
生
な
ど

が
見
学
し
て

い
ま
す
。

学校改善プラン発表会

教　育　最　前　線

授業は他専攻の院生や学部生か
らも注目されています
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

（
院
生
）は
メ
ン
タ
ー（
校
長
）の
実
際
の
学
校
経

営
に
ふ
れ
な
が
ら
、
校
長
や
教
頭
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
ま
す
。
学
校
経
営
全
般
を
学
ぶ
上
で

き
わ
め
て
実
践
的
な
内
容
で
、
管
理
職
養
成
の

新
し
い
形
態
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
メ

ン
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
指
導
を
通
し
て
自
身

の
学
校
経
営
を
検
証
す
る
機
会
と
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
存
在
が
教
員
へ
の
刺
激
と

な
る
な
ど
、
受
け
入
れ
校
に
と
っ
て
も
意
味
の

あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
本
校
の
教
員
が
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス（
学
校
指
導
職
専
攻
の
前
身
）に
在
籍
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
メ

ン
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
二
ヶ
月
に
わ
た

り
、
そ
の
う
ち
の
一
週
間
は
校
長
に
密
着
す
る

「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
」が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ

の
先
導
性
は
大
い
に
評
価
す
る
も
の
の
、
そ
の

当
事
者
と
な
っ
た
こ
と
に
少
し
戸
惑
い
を
感
じ

ま
し
た
。

　

何
と
言
っ
て
も
、
私
自
身
の
学
校
経
営
手
腕

と
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
指
導
力
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
か
ら
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
所
属
校
で
行
わ
れ
る

こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
が
自
校
の
教
員
と
し
て

関
わ
れ
る
と
い
う
点
で
、
深
い
レ
ベ
ル
で
の
実

習
が
可
能
で
し
た
。
所
属
校
以
外
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
な
り
の
制
約
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

た
だ
、
大
学
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
あ
る
詳
細
な

指
導
項
目
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
の
通
常
の
職

務
も
あ
り
、
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
学
校
経
営
の
大
本
は
校
長
が
、
具

体
的
な
部
分
は
教
頭
が
指
導
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
各
指

導
項
目
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
期
間
中
は
登
校

か
ら
下
校
ま
で
生
活
を
共
に
し
ま
し
た
。
電
話

や
来
訪
者
へ
の
対
応
、
校
務
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
、
可
能
な
限
り
同
席
さ
せ
て
そ
の
都
度
、
簡

単
な
状
況
説
明
を
し
、
校
長
と
し
て
の
考
え
方
、

対
応
の
方
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

私
に
と
っ
て
も
自
身
の
学
校
経
営
を
振
り
返
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
刺
激

的
な
一
週
間
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
事
務
長
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

も
行
い
、
教
育
事
務
所
へ
の
同
行
な
ど
、
事
務

管
理
の
実
際
を
学
ん
だ
こ
と
も
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
2
月
、
大

学
院
で
の
学
び
の

集
大
成
で
あ
る

「
学
校
改
善
プ
ラ

ン
」発
表
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
ど

の
改
善
プ
ラ
ン
も
十
分
に
検
討
に
値
す
る
も
の

で
、
明
日
に
で
も
取
り
組
め
る
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
効
性
が
十
分

に
検
証
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
学
と
受
け
入
れ
校
が
よ
り
密

に
連
携
す
る
こ
と
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
学
校
指
導
職
の
養
成

に
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

兵庫県立加古川東高校校長
田
た

中
なか

陽
よう

三
ぞう

さん

昭和46年、兵庫県立高校の教諭に。県教委
高校教育課指導主事、国際理解教育係長、
阪神南教育事務所長などを歴任。平成18年
に県立加古川東高校長に就任し、学校指導
職専攻のインターンシップでメンターを務めた。

教　育　最　前　線

メ
ン
タ
ー
を
体
験
し
て
─
新
た
な
管
理
職
養
成
に
期
待
─
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このページでは日本学術振興会の科学研究費補助金を受けた研究を紹
介します。科学研究費補助金とは、すべての分野の「学術研究」を格段に
発展させることを目的に、独創的・先駆的な研究に対して助成を行うもの
です。基盤研究、萌芽研究、若手研究に分かれており、若手研究は37歳
以下の研究者が1人で行う研究計画が対象で、研究期間は2〜4年です。

　
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」と
は
、
一
般
に
は「
紙

ば
さ
み
」「
携
帯
用
書
類
入
れ
」を
意
味
し
ま

す
。
芸
術・デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
は「
自
分
の
作

品
を
整
理
し
て
ま
と
め
た
も
の
」、
金
融・経

済
分
野
で
は「
有
価
証
券
一
覧
表
」「
資
産
一

覧
表
」な
ど
を
指
し
ま
す
。そ
し
て
、
教
育
分

野
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
過
程
で
作
成

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
や
自
己
評
価
し
た
結

果
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

と
い
い
ま
す
。
従
来
の
学
力
テ
ス
ト
で
は
測
れ

な
い
力
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心

に
子
ど
も
た
ち
が
作
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
一

般
的
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
教
師
も
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
作
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。教
師
が
自
分
の
教
育
活
動
の
過
程

や
成
果
、
自
己
評
価
し
た
結
果
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
を「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
」と
い
い
、
教
員
免
許
の
取
得
や
免
許
更
新

の
際
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
る
大
学
や
州
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や

短
時
間
の
授
業
観
察
で
は
測
る
こ

と
の
で
き
な
い
教
師
の
総
合
的
な

力
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
評
価
」機
能
を
持
つ
テ
ィ
ー
チ

ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
が
、

私
は「
学
習
」機
能
に
注
目
し
て

い
ま
す
。
教
師
は
自
分
の
教
育
活

動
を
ま
と
め
、
振
り
返
る
こ
と
で
、

教
育
の
効
果
や
課
題
に
気
づ
き
ま

す
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
作
る
こ
と
で
、
教
師
は
教
え

る
こ
と
に
つ
い
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。ま
た
、
自
分
だ
け
で
振
り
返

る
よ
り
も
、
他
者
と
対
話
し
な
が
ら
作
る
方

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
視
野
が
広
が
り
、

独
り
よ
が
り
で
な
い
分
析
が
可
能
に
な
る
か
ら

で
す
。テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
学
習
機
能
に
と
っ
て
は
重
要

で
す
。

　

テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
何
で

作
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
最
初
は
紙
に
書
い
て

バ
イ
ン
ダ
ー
に
と
じ
る
方
法
が
作
り
や
す
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
紙
で
作
る
と
次
第

に
膨
大
な
量
と
な
り
、
持
ち
運
び
や
保
存
が

困
難
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
う
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
持
ち
運
び
が
楽
あ
る
い
は
不
要
、
大

容
量
に
な
っ
た
場
合
で
も
場
所
を
と
ら
な
い
、

動
画
も
音
声
も
一つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
、
共
有

が
容
易
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
優
れ
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
作
り
を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー・ス
キ
ル
の
あ
る
人
は
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
更
新
す
る
要
領
で
作
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
不
安
の
あ
る
人
に
は
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
苦

手
だ
か
ら
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

作
れ
な
い
、で
は
本
末
転
倒
で
す
。そ
こ
で「
ブ

ロ
グ
」の
登
場
で
す
。ブ
ロ
グ
は
H
T
M
L
な

ど
難
し
い
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
ブ
ラ
ウ
ザ
か

ら
直
接
デ
ー
タ
を
発
信
、更
新
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。ブ
ロ
グ
な
ら
ワ
ー
プ
ロ
入
力
く
ら
い

し
か
で
き
な
い
人
で
も
、比
較
的
容
易
に
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
、更
新
で
き
ま
す
。ま
た
コ
メ

ン
ト
や
ト
ラ
ッ
ク
バ
ッ
ク
機
能
で
読
者
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
。

　

ブ
ロ
グ
を
使
っ
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
作
る
こ
と
が
、
教
員
や
こ
れ
か
ら
教
員
に

な
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
効
果

や
課
題
が
あ
る
の
か
が
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

自然・生活教育学系准教授
永
なが

田
た

智
とも

子
こ

研究
レポート

R
e
p
o
r
t o

f R
e
s
e
a
r
c
h

ブ
ロ
グ
で
作
る「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」

（
平
成
18・19
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金・若
手
研
究
に
採
択
）

ブログを使った授業実践の報告例

アメリカの教育実習生が作成したバインダー型ポートフォリオ
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近年、学校には保護者から理不尽なクレームが寄せられることが少なくありません。
教員はどのような態度で対応すればいいのでしょうか。

　確かに、教育現場に寄せられる「理不尽な
クレーム」は増加の傾向にあります。大阪大
学の小野田正利教授は、クレームを「イチャ
モン」として「当事者の努力では解決不可能
で、学校の責任能力も超えている理不尽な内
容の無理難題要求」と捉えています。
　保護者が理不尽なクレームを突きつける背
景にはいくつかの原因が考えられます。それ
らを踏まえて、学校側は次のような手順で対
応を試みてはいかがでしょうか。
①学校（校長、担任教員、部活動顧問、専科
教員など）は、保護者に「本音」を十分語らせ、
その内容を読み取る。
②保護者が育ってきた環境や保護者の願い

などを十分に語らせる。
③最終的には保護者と学校との正しい関係
を築くことをめざす。
　最近は核家族、単家族、単親家庭が増え
ており、保護者は子育てについての悩みを打
ち明ける機会に恵まれていません。また、保
護者の高学歴化が進んだことで、学校に対す
る要求が多くなり、保護者のストレスが徐々
に蓄積される傾向にあります。
　学校はまず、無理難題な要求に辛抱強く耳
を傾けることが大切です。コミュニケーション
を重ねるうちに、双方が本音で語り合えるよ
うになり、やがて信頼関係が芽生えてくるで
しょう。

　現在、視覚障害は必ずしも社会に正しく理解されてい

るとはいえない。さらに、社会は視覚障害児・者に対して

どのような支援が必要なのかという認識も不十分なの

が現状である。本書はこれらを踏まえ、視覚障害教育・リ

ハビリテーション・福祉などの充実と社会啓発をめざして、

盲学校（視覚特別支援学校）、リハビリテーション施設な

どの専門家から一般の方 ま々でを対象に、視覚障害児・

者に対する適正な理解、心理的ケアの在り方、歩行やコ

ミュニケーションなどの指導、手引きによる歩行などの援

助の内容・方法、疑似障害体験などについて、総論的か

つ基礎的に解説したものである。

視覚障害児・者の理解と支援

　本書は小・中学校の社会科の教材づくり、授業づくりに国

民的アイデンティティの視点から問題提起を行っている。理論

編では、Ⓐ国民的アイデンティティとは何か、社会科教育では

どのような論点・争点があるのかⒷ韓国や米国ではこの問題

がどのように議論され、教育課程に反映されているのかⒸ社

会科教育において個と共同性、市民と国民、ナショナリズムと

グローバリズムの関係性はどうとらえられているのかを探究する。

　実践編では、①オリンピックと国旗②地図学習と北方領土

③日本史と琉球・沖縄④近現代史と原爆投下など、国民的ア

イデンティティにかかわる扱いにくい単元を取り上げ、具体的

な教材開発の事例を紹介している。

＂国民的アイデンティティ＂をめぐる
論点・争点と授業づくり

※教員の著書は附属図書館
で閲覧できます。詳しくは学
術情報課30795･44･2062
へ問い合わせてください。

教員の
著書紹介

教育実践コラボレーションセンター長、
客員教授

大
おお

辻
つじ

裕
やす

彦
ひこ

著者：芝田裕一（臨床・健康教育学系教授）
（北大路書房・平成19年刊）

教育時事
一問一答

（明治図書・平成18年刊）
編著者：原田智仁（社会・言語教育学系教授、学校教育研究センター長）

A
＂国民的アイデンティティ＂をめぐる
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初
め
て
ゼ
ミ
に
出
席
し
た
時
、
緊
張
し

て
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
の
半
分
も
話

せ
ず
、
落
ち
込
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
は「
次
の
ゼ
ミ
に
は
こ

れ
と
、
あ
れ
を
や
っ
て
い
こ
う
」と
待
ち
遠

し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

初
田
ゼ
ミ
の
魅
力
に
、
い
つ
の

間
に
か
す
る
す
る
と
引
き
込
ま

れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
の
魅
力
は
初
田
先
生
の

指
導
方
法
で
す
。
先
生
の
学
生

の
気
持
ち
に
沿
っ
た
的
確
な
指

導
に
よ
っ
て
、
学
生
は
や
る
べ

き
こ
と
が
明
確
に
な
り
、「
こ

れ
を
や
ろ
う
、
あ
れ
も
や
ろ

う
」と
い
う
意
欲
が
自
然
に
高

め
ら
れ
ま
す
。

　

学
生
の
気
持
ち
に
沿
う
と
い

う
こ
と
は
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
初

田
先
生
は
学
生
に
直
接
指
示
を

与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
私
た

ち
と
一
緒
に
悩
ん
だ
り
考
え
た

り
し
な
が
ら
、
学
生
に
課
題
の
発
見
を
導

き
、
探
究
さ
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取

っ
て
い
ま
す
。

　

初
田
ゼ
ミ
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
先

生
と
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
べ
き
な
の

か
を
常
に
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち

は
教
育
者
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

を
考
え
な
が
ら
研
究
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
子
ど
も
は
み
ん
な
天
才

だ
！
」と
は
岡
本
太
郎
の
言
葉
。

児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
で
は

こ
の
言
葉
を
連
発
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。し
か
し
、本
当
に

子
ど
も
は
み
ん
な
天
才
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
子
ど
も
の
絵
に
は
、

奇
想
天
外
な
面
白
さ
が
充じ

ゅ
う

溢い
つ

し
て
お
り
、い
く
ら
見
て
も
飽

き
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
れ
は
子

ど
も
が
意
図
し
た
面
白
さ
で
は

な
く
、そ
の
よ
う
に
し
か
描
け

な
か
っ
た
、し
か
も
真
剣
に
描
い

た
ら
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
も
の
。

大
人
が
勝
手
に
芸
術
性
を
見
て

い
る
だ
け
と
も
言
え
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
美
術
を
考
え
て

い
く
上
で
は
、岡
本
太
郎
の
よ

う
に「
子
ど
も
は
み
ん
な
天
才

だ
！
」と
感
動
す
る「
心
」と
、

一
方
で
冷
静
に
絵
の
意
味
を
分

析
す
る「
眼
」の
双
方
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私たちの
先生

初田隆 教授
体育・芸術教育学系

学
生
の
気
持
ち
を
く
ん
だ

的
確
な
指
導
が
魅
力
で
す

先
生
か
ら
学
生
た
ち
へ

初田隆 はつだ・たかし
兵庫県出身。平成3年神戸大学大学院修了。7年、兵庫教育
大学実技教育研究指導センター講師に就任。18年度から大学
院学校教育研究科教授に。最近の著書は「自己表現のために
基礎基本を育てる絵画の授業」「基礎基本を育てる図工科ワー
クシート集」（ともに明治図書）、論文は「棒人間の研究」「ぬり絵
の研究」（ともに「美術教育学」掲載）など。行動美術協会会員。 大学院修士課程芸術系コース2年

津
つ

田
だ

由
ゆ

加
か

子
こ

さん

学生一人一人に的確なアドバイスを送る初田先生
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　「先生おはようございます！」「今日は天気がいいですね！」

　韓国の生徒たちとの元気なあいさつから私の一日が始まり

ます。皆さんは外国人の先生というと、話しかける自信がなく、

声をかけられなかった、そんな思い出がありませんか。ここの

生徒たちは違います。とにかく話したい。遠くからでも大声で呼

び止めます。大邱外国語高校は各学年が英語科4クラス、日

本語科1クラス、中国語科1クラスに分かれており、外国語習得

の環境が充実しています。私は日本語科の全学年と英語科2

年生で「日本語会話」を担当し、授業は日本語で進めています。

　今年3月の新学期から着任し、はや半年が過ぎました。当初

は授業中に何度も「先生は何を言っているのだろう」とぽかん

とする生徒たちを見ました。それからは分かりやすい言葉、聞

き取りやすい速度、丁寧な話し方を心がけるようになりました。

　私は生きた日本語を教えることを大切にしています。言葉の

背景にはその国の文化、風土、習慣などさまざまな要素が隠

れています。日本語をこうした視点で考えると、日本は相手を思

いやる気持ち、相手を配慮するということをとても大切にしてい

る国だと感じます。海外で働き、生活することには障害や不安

も少なくありません。しかし、生徒たちの日本語を学ぼうとする

意欲、日本語でコミュニケーションが取れた時の明るい笑顔か

ら元気をもらって、日々 はつらつと過ごしています。

　今年6月、大学院同窓会の前会長、吉田廣さんの後を受

けて会長に就任しました。教育改革の波の中、不易の側面を

大切にし、新しいことに積極的に挑戦していきたいと考えてい

ます。

　同窓会の目的は会員相互の親睦を図ることと、学校教育に

関する諸問題について意見を交わすことにあります。毎年、総

会や研究会を大学や関係県で開催し、その内容は会報を通

して全国の同窓生たちに発信しています。

　会員の年齢層は幅広く、すでに退職して地域活動などに

取り組んでいる方もいれば、幼稚園、小・中・高校、大学、教育

行政の教職員としてその職責を果たしている方もいます。現

職の方たちには、これからの日本を背負う子どもに対して、確

かな学力の向上や豊かな心の育成、心身ともに健康な体づくり

（「知・徳・体」の基礎・基本の徹底）を大切にする教育実践の

継続に期待しています。

　兵庫教育大学は来年10月で創立30周年を迎えます。大学

ではさまざまな記念事業が計画されています。同窓生の一人

一人が、自分を育てていただいた大学に恩返しができる時期

でもあると思います。たとえば教育振興基金への募金など、自

分にできる協力を積極的にお願いします。

卒業生からの
手紙

大邱外国語高校講師
柳
やな

本
もと

大
だい

地
ち

さん

日
本
語
と
と
も
に
日
本
の
文
化
や
習
慣
も
教
え
た
い

創
立
30
周
年
に
向
け
て
母
校
に
恩
返
し
を

兵庫教育大学大学院同窓会会長
兵庫教育大学非常勤講師

山
やま

下
した

裕
ひろし

さん

神戸市出身。平成14年、学校教育学部生活・健康系コースに入学。17年3月か
ら1年間、短期交換留学生として韓国・大邱教育大学校で学ぶ。今春、学校教
育学部を卒業後、韓国・大邱外国語高校の日本語講師に着任。

広島県出身。昭和61年、大学院修士課程芸術系コース（音楽）を修了。広島県
教育委員会の指導主事などを経て、広島県内の小学校長を11年間務める。今
春、兵庫教育大学非常勤講師と大学院同窓会の会長に就任。

3年生の授業で七夕の飾り付けをしました。短冊の願い事は｢志望校合格｣

今年7月、広島で開かれた同窓会総会であいさつ
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「
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
夢
は
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
精
進
を
重
ね
、
持
ち
味
で
あ
る
粘
り
の

オ
セ
ロ
を
極
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

北
川
冠
也
さ
ん
は
中
学
時
代
、
全
日
本

オ
セ
ロ
選
手
権
中
学
生
の
部
で
連
覇
を
果

た
し
、
高
校
1
年
の
時
に
は
同
選
手
権
の

無
差
別
の
部
で
ベ
ス
ト
16
入
り
。
現
在
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
世

界
各
国
の
強
豪
と
対
戦
す
る
な
ど
、
日
々
、

国
際
舞
台
で
通
用
す
る
実
戦
感
覚
を
磨
い

て
い
ま
す
。

　

4
歳
か
ら
オ
セ
ロ
を
始
め
、
小
学
4
年

生
で
姫
路
オ
セ
ロ
ク
ラ
ブ
主
催
の
大
会
に
出

場
。
自
分
よ
り
も
強
い
相
手
が
い
る
こ
と
を

思
い
知
り
ま
し
た
が
、
敗
戦
の
悔
し
さ
か
ら

オ
セ
ロ
へ
の
情
熱
は
さ

ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
で
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
大
会
で

あ
り
、
自
信
を
さ
ら
に

深
め
る
機
会
に
な
っ
た

の
が
、
中
学
3
年
生
の
時

に
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
臨

ん
だ
全
日
本
オ
セ
ロ
選
手

権
中
学
生
の
部
で
す
。
2

回
戦
の
総
当
り
戦
で
は
、
初

戦
で
前
年
の
決
勝
で
負
か
し
た
相
手
に
よ

も
や
の
敗
北
。
い
き
な
り
窮
地
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
粘
り
強
さ
を
発
揮
し
、

残
り
試
合
を
す
べ
て
大
差
で
勝
ち
、
決
勝
へ
。

「
決
勝
で
は
相
手
が
緊
張
し
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
し
た
。
終
始
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
」
と
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
打
ち
手
は
7
手
先
の

展
開
が
読
め
る
と
い
わ
れ
、
少
し
で
も
気
を

緩
め
る
と
一
気
に
形
勢
が
逆
転
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
試
合
後
は
な
か
な
か
席
を
立
て

な
い
ほ
ど
心
身
と
も
に
消
耗
す
る
そ
う
で
、

「
心
も
体
も
鍛
え
て
、
追
い
込
ま
れ
て
も
盛

り
返
せ
る
勝
負
強
さ
を
身
に
付
け
た
い
」
と

語
り
ま
す
。

　

学
業
の
合
間
を
見
つ
け
て
は
、
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
め
ざ
し
て
腕
を
磨
い
て
い
ま
す

が
、
今
年
7
月
に
は
母
校
の
姫
路
市
立
城

西
小
学
校
で
の
オ
セ
ロ
大
会
に
日
本
オ
セ
ロ

連
盟
公
認
指
導
員
と
し
て
参
加
。
子
ど
も

た
ち
に
オ
セ
ロ
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え

ま
し
た
。
自
身
も
オ
セ
ロ
を
始
め
た
こ
ろ
の

初
心
に
立
ち
返
り
、
心
身
と
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

キャンパス通信

母校では一度に複数を相手にする多面
打ちを披露し、子どもたちを驚かせました

棋譜を使っての練習。実

戦でのあらゆる戦法を想

定し、勝負勘を磨きます

Campus Report

　

今
ま
で
で
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
大
会
で

あ
り
、
自
信
を
さ
ら
に

深
め
る
機
会
に
な
っ
た

年
生
の
時

に
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
臨

ん
だ
全
日
本
オ
セ
ロ
選
手

権
中
学
生
の
部
で
す
。
2

回
戦
の
総
当
り
戦
で
は
、
初

棋譜を使っての練習。実

戦でのあらゆる戦法を想

定し、勝負勘を磨きます

持ち前の
粘り強さを武器に

将来の夢は
世界王者

学校教育学部自然系コース1年
北
きた

川
がわ

冠
かん

也
や

さん

姫路市出身。平成19年、学校教育学部自然系コースに入学。日本オセ
ロ連盟4段。14年、15年に全日本オセロ選手権中学生の部を連覇、16
年には兵庫県名人戦シリーズ優勝、全日本オセロ選手権大会無差別
の部でベスト16に入った。

ス ポット・ライトス ポット・ライトス ポット・ライト
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学
校
に
行
か
ず
必
死
で
土
産
物
を
売

る
バ
リ
島
の
少
年
。「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は

高
級
だ
か
ら
特
別
な
日
に
し
か
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
っ
た
女
性
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
サ
イ
パ
ン
で

は
、「
日
本
が
好
き
だ
か
ら
」
と
漢
字
の

意
味
も
知
ら
ず
に
腕
に
「
宇
宙
」
と
刺

青
を
入
れ
た
男
性
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

19
歳
の
夏
、
私
は
旅
先
で
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
い
、
旅
行
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
旅
の
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、
そ
の

時
の
自
分
の
気
持
ち
や
風
景
が
よ
み
が

え
り
、
ま
だ
ま
だ
私
は
ご
く
一
部
の
世
界

で
し
か
物
事
を
見
て
い
な
い
と
、
あ
ら
た

め
て
実
感
し
ま
す
。

　

旅
先
で
は
予
期
せ
ぬ
出
来
事
や
困
っ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
土

地
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
人
と
出
会
い
、
自
分
の
世
界
を

よ
り
広
げ
る
た
め
に
。

　今年7月、加東市中学校総体・
軟式野球の部で、附属中学校野
球部が初優勝し、東播大会への
切符を手にしました。4年前、「中
学で野球がしたい」という生徒た
ちの熱い思いから同好会が発足し、昨年、部に昇格。創
部2年目で快挙を成し遂げました。
　総体では、総当りのリーグ戦で2勝1敗の社中学校と
同率首位になりました。優勝決定戦は息詰まる投手戦と
なり、ピンチをしのいだ6回裏に待望の先制点をもぎ取り、

最終回の相
手の攻撃を
チーム全員
で守りきりま
した。

　東播大会では1回戦を突破。高らかに校歌を歌いな
がら、校旗を見つめる部員たちからは笑顔がこぼれまし
た。2回戦で全国大会出場レベルの実力を持つ高砂市
立鹿島中学校に惜しくも2-3で敗れましたが、附属中学
校野球部の輝かしい一歩を記したといえます。

学校教育学部
総合学習系コース4年

小
こ

屋
や

本
もと

詩
し

織
おり

さん

附属中学校教諭（部活動担当）
戸
と

出
で

彰
あき

男
お

さん

母からもらった水晶のお守り、デジカメ、地
図は旅行には欠かせない3点セットです

週6日の練習と早朝練習に耐えて初優勝を勝ち取りました

【コンクールの優秀成績者】 
平成19年6月〜7月開催分

 2007京展
京都市主催

▶彫刻部門入選　王明明さん
（大学院修士課程芸術系コース＜美術＞2年）

第53回全関西美術展
大阪市立美術館、読売新聞大阪本社主催

▶彫刻部門入選　土木周平さん
（学校教育学部芸術系コース＜美術＞3年）

カナダ・トロントの公園で知
り合った親日家の家族と

創部2年目の快挙
加東市中学校総体で
附属中学校野球部が優勝

旅
先
で
の

出
会
い
を
通
し
て

視
野
を
広
げ
た
い

こ れ に 夢 中 ！

C o n g r a t u l a t i o n s

創部2年目の快挙
C o n g r a t u l a t i o n sC o n g r a t u l a t i o n s

こ れ に 夢 中 ！こ れ に 夢 中 ！
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8
月
23
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
青
少
年
会
館
の
一
室
で
、

「
T
F
T（T

eenagers' Free！
 T

heater

）」
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
が
、
2
日
後
の
公
演
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

情
感
の
こ
も
っ
た
せ
り
ふ
回
し
に
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
の
成

果
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
一
昨
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た 

T
F
T
は
、
大
学
院
修
士
課
程
に

在
籍
し
て
い
た
院
生
が
中
心
と
な
り
、
主
に
学
校
に
行
き
に
く
い

児
童
生
徒
を
集
め
た
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。「
人
間
関

係
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
に
演
劇
を
通
し
て
表
現
力
を
身
に
付
け

て
も
ら
お
う
」
と
、
不
登
校
支
援
施
設
な
ど
の
協
力
を
得
て
〝
役

者
〟
を
募
集
。
昨
年
8
月
、
課
外
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
補

助
も
活
動
費
に
充
て
、
創
作
劇
「
フ
リ
ー
ダ
ム
号
の
航
海
」
の
公

演
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
者
か
ら
も
保
護
者
か
ら

も
活
動
の
継
続
を
願
う
声
が
上
が
り
、
今
年
3
月
か
ら
新
メ
ン

バ
ー
も
加
え
て
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
半
年
の
練
習
期
間
の
う
ち
最
初
の
2
カ
月
は
言
葉
遊
び
や

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
大
き
な
声
を
出
す
、
人
の
目
を

見
て
話
す
と
い
っ
た
こ
と
に
費
や
し
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
今

春
か
ら
代
表
を
務
め
る
橋
田
依
恵
さ
ん
（
修
士
課
程
2
年
）。

　

役
者
は
12
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
男
女
13
人
。
学
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
演
出
、
脚
本
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
器
の
演
奏
、
セ
ッ
ト
や
小
道
具
の
製
作
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
分
野
を
生
か
し
て
舞
台
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
シ
ナ
リ
オ
は
役

者
た
ち
か
ら
自
分
が
演
じ
た
い
役
を
募
り
、
そ
れ
を
基
に
ス
タ
ッ

フ
が
作
成
。
今
年
の
「
虹
と
王
子
様
と
青
い
鳥
と
サ
ー
カ
ス
と
ア

フ
リ
カ
」
は
、
6
組
の
男
女
が
一
本
の
道
を
奪
い
合
う
が
、
最
後

平成17年9月に発足した
﹁TFT（Teenagers' Free! Theater）﹂は　

主に学校に行きにくい児童生徒を集めた
演劇のワークショップです。

学内の「課外研究プロジェクト」の補助を活用し、
2年連続で自主公演を成功させました。

うれしの交差点

学
校
に
行
き
に
く
い
若
者
が
役
者
に

自
主
公
演
は
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

演劇ワークショップ﹁TFT﹂

扌公演を2日後に控えた最後の
通しげいこ。役者たちは立ち位置
や台本を入念に確認していました

～兵庫教育大学と地域の交流ページ

➡スタッフは楽器の演奏や小道
具の製作などで舞台を支えます

ルポ
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Ureshino Scramble

に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
道
の
先
に
あ
る
目
標
を
め
ざ
す
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。

　

T
F
T
で
は
役
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
ま

す
。
18
歳
の
〝
の
り
ち
ゃ
ん
〟
は
入
団
1
年
目
。
小
学
校
の
高
学
年

か
ら
休
み
が
ち
に
な
っ
た
と
い
う
彼
女
は
今
春
、
通
信
制
の
高
校

を
卒
業
し
ま
し
た
。「
学
校
に
行
っ
て
い
る
時
は
ず
っ
と
肩
に
力
が

入
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
が
、
T
F
T
で

は
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
す
ご
く
居
心
地
が
い
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
橋
田
さ
ん
は
「
役
者
の
中
に
は
練
習
の
行
き
帰
り
の
電

車
に
苦
痛
を
感
じ
る
子
も
い
ま
す
。
で
も
、
仲
間
と
一
緒
に
練
習

を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
頑
張
っ
て
通
っ
て
い
る
の
で
す
」
。

　

本
番
を
迎
え
た
25
日
。
会
場
の
県
立
文
化
体
育
館
小
ホ
ー
ル

は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
幕
が
開
い
て
し
ば
ら
く

は
硬
さ
が
見
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
、
各
自
が
最
初
の
せ
り

ふ
を
言
い
終
え
る
と
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
そ
の
後
は
堂
々
と
し
た

立
ち
居
振
る
舞
い
で
演
じ
切
り
ま
し
た
。
大
勢
の
観
客
が
見
守

る
中
、
舞
台
に
立
っ
た
経
験
は
一
人
一
人
に
大
き
な
自
信
と
勇

気
を
与
え
た
は
ず
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
わ
き
起
こ
っ
た
万
雷

の
拍
手
は
、
新
た
な
「
道
」
へ
踏
み
出
そ
う
と
す
る
彼
ら
へ
の

エ
ー
ル
の
よ
う
で
し
た
。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

公開研究授業
─教職大学院のめざす授業とは─
兵庫教育大学では、大学院での現職教員を
対象とした実践的な教育・研究の実績と、現
職教員研修プログラムの開発・実施による教
育委員会や学校との連携協力の実績を基に、
早くから教育分野の専門職大学院「教職大
学院」の設置準備を進めてきました。今年度
から、教職大学院に先行して設置した学校指
導職専攻と教育実践高度化専攻のこれまで
の実績を研究授業として公開。両専攻の授
業方法を実地に紹介し、その特色と効果につ
いて検証します。研究授業の後は梶田叡一
学長が講演。教員養成や研修の在り方、教員
免許更新制や次期学習指導要領の内容な
ど教育改革の動向を紹介します。

◎開催日　11月3日㊏㊗

◎時　間　10：00〜16：00

◎場　所　神戸市総合教育センター（JR神戸駅か

ら徒歩約7分）

◎プログラム

9：30 ・・・・・・・・・・・・・受付

10：00〜11：50・・・公開研究授業、研究会Ⅰ／共通基

礎科目「学校における特別支援教育への対応と方

法」、授業実践リーダーコース「教育実践課題解決

研究」、小学校教員養成特別コース「教科の内容・

指導法Ⅳ（体育科）」

11：50〜13：00・・・	休憩

13：00〜14：50・・・公開研究授業、研究会Ⅱ／共通

基礎科目「授業における評価の基準作成理論と学

力評価法」、学校経営コース（現学校指導職専攻）

「学校組織マネジメントと学校評価」、心の教育実

践コース「キャリア教育実践プログラムの開発」

15：00〜16：00・・・全体会

講演会「教育改革の現段階と教師の力量形成の課

題〜今、教師が問われている〜」

講師：梶田叡一学長

16：30〜18：00・・・情報交換会

教育支援課  0795・44・2348

	  0795・44・2322

	 aca-kokai@hyogo-u.ac.jp

第26回大学祭「嬉望祭」
今年のテーマは「和」。大学院生や学生、外
国人留学生、教職員、他大学、そして地域の
人たちの交流の場となることをめざし、「人と人
との＂和＂をより一層深く広く」という願いを込
めて開催します。

◎開催日　11月17日㊏、18日㊐

◎場所　　兵庫教育大学

学生支援課  0795・44・2052

	  0795・44・2049

	 office-gakusei-t@hyogo-u.ac.jp

扌保護者や不登校支援施設の関係者ら大勢の観客の前で堂々の
演技を披露。現在、TFTでは月1回集まってゲームなどを楽しんでいま
すが、メンバーからは早くも来年の公演を望む声が上がっているとか

課 外 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の あ ら ま し
平成14年度からスタートした事業で、大学
院生（修士課程）、学部生の自主的で創造
性のある優秀な課外研究に対して、その活
動費の一部を支援しています。
◎基本方針
修士論文や卒業研究に直接的には関係な
いが、大学の活性化につながり、次の3つ
のテーマのうちのどれかに関連している。
①大学と地域社会との連携の工夫改善に

関するテーマ
②大学の環境の工夫改善に関するテーマ
③教員としての資質向上などの学生自らの

キャリア形成に資するテーマ
◎平成19年度採用プロジェクト

「チャレンジ演劇！〜心と体をほぐしてパ
ワーUP〜」／橋田依恵（修士課程2年）ほ

か4人
「和の伝統文化（将棋、ソロバン、書道）を
活用した軽度発達障害児支援と不登校
少年の回復支援／山下寛晴（修士課程1
年）ほか2人

「サマースクールにおける特別支援学校教
員を目指す学生トレーニング」／宮崎光明

（修士課程3年）ほか9人
「Internationally Friendly HUTE」／山
下祥子（修士課程1年）ほか20人

※各課外研究の詳細はウェブサイト
（http：//www.office.hyogo-u.ac.
jp/stu/gakusei/doc/kagai/kagai
kenkyuP.html）で紹介しています。



 ＝問い合わせ先　  ＝申し込み先

この印刷物は再生紙を使用しています。

◎平成20年度学生募集
☆学校教育研究科（修士課程）

＜後期選抜試験＞
◎学生募集人員（40人）

◎出願期間　12月18日㊋〜25日㊋（必着）
◎試験日　筆記・口述試験・・・20年1月12日㊏
	 口述試験・・・・・・・・・・・20年1月13日㊐
◎合格者の発表　20年1月24日㊍16：00
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制で

す。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間クラスは主に神

戸サテライト（神戸市中央区）で開講します。

※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コース

には数学分野と理科分野、芸術系コースには音楽分野

と美術分野があります。

入試課  0795・44・2067

☆教職大学院（専門職学位課程）
　〔設置計画中〕

教職大学院「教育実践高度化専攻」は平成20年4
月の開設を計画しており、学生募集は文部科学省の
大学設置・学校法人審議会の設置認可後（11月下
旬）に行う予定です。出願期間、試験日、合格者の発
表は学校教育研究科（修士課程）後期選抜試験と

同日程になる予定です。
◎学生募集予定人員（100人）

※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制です。
昼間クラスは加東キャンパスで、夜間クラスは主に神戸サ
テライト（神戸市中央区）で開講します。

入試課  0795・44・2067

◎大学院学校教育研究科説明会
神戸、大阪、東京で開催。大学院学校教育研究科

（修士課程）の入試や教育課程、教職大学院の設
置計画などの概要について説明します。個別相談
の時間も設けます。
＜神戸開催＞
◎日時／場所
10月20日㊏、11月3日㊏㊗、17日㊏、12月8日㊏いずれ
も13：30〜15：00／神戸市総合教育センター
＜大阪開催＞
◎日時／場所　　　　　　　　　　　　　　　
12月1日㊏14：00〜15：30／キャンパス・イノベーション
センター大阪地区
＜東京開催＞
◎日時／場所
12月1日㊏13：30〜15：00／キャンパス・イノベーション
センター東京地区

入試課  0795・44・2067
	  0795・44・2069
	  office-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

◎平成20年度園児・児童・生徒募集
☆附属幼稚園
◎募集人員
3年保育（3歳児）40人
2年保育（4歳児）20人
◎出願期間　10月22日㊊〜26日㊎
◎選考結果発表、抽選日　11月10日㊏

附属小学校事務室 0795・40・2218

☆附属小学校
◎公示日　11月1日㊍

附属小学校事務室 0795・40・2218

☆附属中学校
◎公示日　11月1日㊍

附属中学校事務室 0795・40・2224

◎附属中学校研究発表会
研究テーマ「『学び合い、高め合う授業づくり』（1年
次）─人間関係を育む教科学習─」
◎内容
公開授業、講演「『学び』と『ケア』と『小さな幸せ』」
講師：佐藤雅彰さん（元静岡県富士市立岳陽中学
校校長）
◎開催日　10月19日㊎
◎場所　附属中学校

附属中学校
 0795・40・2222　  0795・40・2225

http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/middle/
middle.html

◎附属幼稚園研究発表会
研究テーマ「『幼児の生活を充実させる保育環境を
考える』─子どもと共に育つ『親育てプログラム』の開
発─」
◎内容
研究協議会、講演「幼児の生活を充実させるため
に」講師：篠原孝子さん（文部科学省初等中等教
育局幼児教育課教科調査官）
◎開催日　10月24日㊌
◎時間　9：00〜16：00
◎場所　附属幼稚園

附属幼稚園  0795・40・2227
	  0795・40・2228

 kinder@hyogo-u.ac.jp
http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/kinder/

◎附属小学校研究発表会
研究テーマ「『学ぶこと』と教えることの共鳴（レゾナ
ンス）（3年次）」
◎内容
1日目…全体会、授業公開、分科会、講演
2日目…全体会、授業公開、分科会
◎開催日　20年1月31日㊍、2月1日㊎
◎場所　附属小学校

附属小学校  0795・40・2216
	  0795・40・2219
	  element@hyogo-u.ac.jp
http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/element/
index.html

編 集 後 記

●今号は文章を少し書かせていただきましたが、「広報誌に書く」ということの

意味をあらためて考えさせられました。これまで執筆していただいた皆様方、本

当にお疲れさまでした。（は）

●教育最前線では、「Vol.12」から連載形式で教育現場の課題を提起しなが

ら、教職大学院に先行して今春、修士課程に設置した新専攻・コースの必要性

について紹介してきました。「兵庫教育大学は頑張っています！」と、これからも

どんどんお伝えしていきます。（に）

『教育子午線』では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりをめざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想を寄せていただいた方には、オリジナルステッカーを進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室

30795･44･2334 50795･44･2009   office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp
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＜Information＞ 兵庫教育大学からの
お知らせ

◎ あ な た の 声 を お 聞 か せ く だ さ い

▶教育実践高度化専攻
学校経営コース
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

20人
30人

若干人
20人

若干人
30人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

▶学校教育学専攻
教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

2人
若干人

2人
若干人
若干人

5人
15人

2人
2人

2人
若干人

4人
若干人

2人
若干人
若干人
若干人

4人
若干人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
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